
佐野西中学校区義務教育学校　整備に関するお知らせ(第１号)

　過日、佐野西中学校区義務教育学校の通学区域となる町会を対象に、義務教育学校
の概要および整備に係る計画についての説明会を実施いたしました。
　本紙では、説明会にご参加いただけなかった皆様への周知を目的として、説明内容
の概要や説明会での質疑応答の一部を掲載しております。今後も説明会の実施やチラ
シによる周知を随時行ってまいります。

　学校教育法の改正を受けて2016年度から設置可能となった、小学校６年間、中学校３
年間の義務教育を、９年間の一貫したカリキュラムで運営する新たな学校のことです。
　本市においては、令和２年度に「あそ野学園義務教育学校」が開校し、令和５年４月
より「葛生義務教育学校」が開校予定となっております。

対象小学校 通学区域

天明小学校（一部） 大橋町

植野小学校（一部） 七軒町、赤坂町、君田町

旗川小学校 並木町、免鳥町、小中町

吾妻小学校 村上町、上羽田町、下羽田町、高橋町

①対象小学校および通学区域

④事業期間　　　　：　令和４年度～令和９年度

③開校目標年度　　：　令和１０年４月

②拠点校　　　　　：　佐野西中学校

⑤開校時の児童生徒数および学級数

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 計

人数 80 97 82 94 97 99 108 107 103 867

学級 3 3 3 3 3 3 4 4 3 29
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【佐野西中学校区義務教育学校の概要（想定）】

【義務教育学校とは】



　平成２年時点の本市の児童･生徒数は15,654人でしたが、令和４年現在においては
7,967人と約50％減少しており、市内小･中学校の小規模化や複式学級（※）が発生し
ております。
　本市では、義務教育学校の整備により児童･生徒数の適正化を図り、今後も充実し
た教育環境を整備してまいりたいと考えております。

（※）複式学級とは、２つの学年を合わせて16人以下（１年生を含む場合は８人以
　　　下）の場合、２つの学年で１つの学級を構成すること。

【義務教育学校整備の背景①　児童･生徒数の減少】

学校名 ６年 5年 ４年 ３年 ２年 １年
Ｒ5
入学

Ｒ6
入学

Ｒ7
入学

Ｒ8
入学

Ｒ9
入学

R10
入学

天明小
人数 65 76 54 50 42 69 45 58 47 52 48 43

学級 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

植野小
人数 146 144 136 143 152 146 145 123 136 114 118 118

学級 5 5 4 5 5 5 5 4 4 4 4 4

旗川小
人数 30 27 18 27 20 30 20 23 19 17 28 19

学級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

吾妻小
人数 11 11 17 10 17 6 4 14 7 4 6 7

学級 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

西中
人数 ー ー ー 178 178 182 179 170 167 153 165 139

学級 ー ー ー 6 6 6 6 5 5 5 5 4

　　　　　　　　　　　　　　西中学校区児童・生徒数推計（R4.4.1現在住基データより作成）

住所地をもとに抽出しているため、実際の人数と異なる場合があります。

　令和４年度現在において、市内の小･中学校の多くが築40年～50年を経過しており,
今後も安全で充実した教育活動を展開していくため、大規模な施設改修等が必要と
なってきております。

【義務教育学校整備の背景②　学校施設の老朽化】

施設名 築年数
屋根
屋上

外壁
内部
仕上

電気
設備

機械
設備

健全度

天明小（校舎） 50 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 37

植野小（校舎） 47 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 37

旗川小（校舎） 47 Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ 31

吾妻小（校舎） 38 Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ 45

西中（校舎） 40 Ｃ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ 31

※施設部位別にA～Dの４段階評価、総合評価として施設の健全度を100点満点で評価

評価基準

Ａ 良好 Ｂ 劣化(部分的) Ｃ 劣化(広範囲) Ｄ 要対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　老朽度調査結果　　　　　　　　（令和元年調査時点）



　本市では、教育環境における小規模化や複式学級の発生、施設老朽化といった課
題を効率的かつ効果的に解決していくため、「佐野市立小中学校適正規模・適正配
置基本計画」を策定し、各中学校区における義務教育学校の整備を推進しておりま
す。

【佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画】

佐野市立小中学校適正規模・適正配置
基本計画（後期計画）

令和元年８月
計画期間：2023～2047年度

「複式学級の解消」「施設老朽化への対
策」「適正規模基準に基づいた通学区域
の設定」をテーマとして、市内の小中学
校を将来的に施設一体型義務教育学校と
し、より一層の小中一貫教育を推進する
ことを定める 

佐野市立小中学校適正規模・適正配置
基本計画（後期計画）

実施計画（Ⅰ期）
令和４年１月

計画期間：2023～2029年度

後期計画の方針に基づき、2023～2029年
度を実施計画期間（Ⅰ期）とし、佐野西
中学校区および城東中学校区義務教育学
校の整備方針を定める

佐野市立小中学校適正規模・適正配置
基本計画（前期計画）

平成27年１月
計画期間：2014～2022年度

「複式学級の解消」をテーマとして、葛
生地区および田沼西地区における施設一
体型小中一貫校の整備方針を定める 

　本市では、「適正規模」および「適正配置」の基本的な考え方とその基準につい
て次のとおり定めています。

【適正規模・適正配置の基本的な考え方と基準】

クラス替えができること 多様な選択ができること

適切な教員配置ができること 設備等が円滑に利用できること

多様な考えに触れ、同級生と切磋琢磨
しながら学習できる環境を整備

部活動や集団行動など、教育活動にお
ける選択の幅を広げる

教科ごとにバランスのとれた教員配置
により、充実した教育環境を整備

児童・生徒数の適正化により、施設や
設備利用における制限を解消

　①小学校は原則６～１８学級（国の基準では１２～１８学級）
　②中学校は原則９～１８学級（国の基準では１２～１８学級）
　③１学級は１６人を下限

　①小学校の通学距離…概ね４km以内
　②中学校の通学距離…概ね６km以内
　※通学方法は「開校準備委員会」(※)にて検討

適正規模の基準

適正配置の基準

(※)開校準備委員会：保護者・地域・教職員の代表者を委員として、義務教育学校の開校に向けた
　　　　　　　　　　検討事項について協議・検討を行う組織



　今回、佐野西中学校区における義務教育学校の整備概要や本市の課題、計画などにつ
いて説明会を実施させていただきました。来年度以降、「実施計画（Ⅰ期）」に基づき、
施設の設計等に取りかかるほか、保護者や地域住民、教職員の皆様のご協力のもと「開
校準備委員会」を設置し、通学方法や校名・校歌など具体的な部分の検討を進めてまい
ります。
　なお、検討を進めていく中で、説明会やチラシ等による進捗状況などの周知にも努め
てまいりたいと考えておりますので、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。

【今後について】

Ｑ：開校後も植野小学校や天明小学校へ、これまでどおり通学させることは可能か。
Ａ：原則は、義務教育学校への通学となるが、あそ野学園では開校後６年間について、田沼小
　　学校への通学も可能とする特例を設けている。西中学校区においても同様の特例を設ける
　　ことを検討している。

Ｑ：大規模校解消の特例による学区外通学はできなくなるのか。
Ａ：義務教育学校の整備は、児童生徒数の適正化により、小規模校や大規模校を解消すること
　　が一つの目的でもあることから、義務教育学校の整備が完了した段階で、大規模校解消の
　　特例はなくなるものと考えている。しかしながら、西中学校区の義務教育学校整備後も植
　　野小学校や城北小学校、北中学校といった大規模校は当面の間残ることとなるため、完全
　　に特例がなくなるのは、関係するすべての義務教育学校の整備が完了した後となる。

Ｑ：一部地域は通学距離が非常に長くなるが、バス通学の考えはあるのか。
Ａ：小学生は４km以上、中学生は６km以上の通学距離となる場合はバス通学を考えている。
　　なお、４kmと６kmは一つの基準であり、その他道路事情等を考慮し、保護者や地域の意見
　　をいただきながら柔軟に通学方法を検討していく。

Ｑ：制服や体育着などのデザインが変更となると家庭への負担が大きくなるが、補助等はある
　　のか。
Ａ：あそ野学園や葛生義務教育学校では、開校年度の前後で経過措置を設け、従来の制服や体
　　育着を着用できることとし、購入補助のような制度は設けていない。したがって西中学校
　　区についても同様の経過措置等を検討することで考えており、補助制度は想定していない。

Ｑ：校舎は新築か改修か。また、令和元年に校庭が浸水被害を受けていたが、対策等は考えて
　　いるのか。
Ａ：まだ決定されたことではないが、現在の東側校庭部分に校舎を新築することを検討してい
　　る。また、水害対策についても現在検討しており、十分な対策を実施する。

※説明会で使用した資料や質疑応答の概要については、市ホームページにも掲載しております。

【説明会での質疑応答（抜粋）】

佐野市教育委員会　学校管理課　（佐野市高砂町１番地　庁舎３階）
　　　　　　　　　　　　　　電　話：０２８３－２０－３０５１
　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０２８３－２０－３０３２
　　　　　　　　　　　　　　メール：gakkoukanri2@city.sano.lg.jp

【お問い合わせ先】

　よりよい学校整備に向けたご意見をいただくためアンケートも実施しています。
　URLまたはQRコードから是非ご回答ください。　　　　 
　　アンケートURL：https://forms.office.com/r/QiyRfpSxqt　　 QRコード：
　　実施期間　　 ：11月30日～12月13日  　　　 

【アンケートのお願い】

https://forms.office.com/r/QiyRfpSxqt

